
夕陽が眩しすぎる堤防
私の前自転車漕いで笑ってる君
いつもと何も変わらない日々

君の笑顔見れなくなると思って無くて

珍しく母さんから電話で
君が事故に遭って

意識が無いって突然言われて
目の前が真っ暗になってから
気がついたら私ベッドの上
飛び起きてしまった

病院駆けつけてはみたけど
相変わらず意識が戻ることは無くって

毎日お見舞いに行ったけど
一度だって君の目開くことは無かった

何度声をかけて呼んでみても
君は静かなまま

返事ぐらいしてくれてもいいのに
急にブザーが鳴り始めたから
お医者さんが診てはくれたけれど

もうサヨナラだって…

夕陽が眩しすぎる堤防
私一人見上げる空に
君はいるはずだよね…

堤防
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